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地域懇談会実施報告書 

◎自治会名   松崎自治会 

◎開催日   11月５日（月） 

◎時間   19：００～２０：３０ 

◎開催場所   松崎公民館 

◎参加人数   １９名 

◎懇談内容   別添 議事録 

 

 

 

● 質問等後日回答を要するもの 

①居谷里堰は今後どのような改修工事が行われる計画か。             

②市のシンボルでもあるカタクリは、観光客などに案内する際、どこのスポットを紹介 

すればよいか。                                 

 

● 対応 

①担当課に確認し文書で回答。                          

②確認し文書で回答                               

 

 

 

 

行政参加者 氏名 

   庶務課長   酒井富雄 

   社公民館   小林 悠 

 

記録者    小林 悠 
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松崎自治会地域懇談会議事録 

 

【開会１９：００】 

１．自治会長あいさつ 

地域懇談会は市民に身近な市政を推進するため開催される。以前の市政懇談会よりもきめ細

かく意見を聞いていただけるものだと思う。意見を出していただきたい。 

 

２．市長あいさつ 

（1）地域懇談会の趣旨 

就任以来１年３ヶ月経つ。お約束したことを一つ一つ実現していかなければならない。昨年

までは市政懇談会として社地区では１ヶ所で行い、自治会長や団体の役員の皆さんを中心に

出席いただいたが、地域の皆さんからのご意見をきめ細かく聞くため、6 月からこのような懇談

会を始め、今回で 22 回目、合同開催があるので自治会の数にして 39 自治会目となる。全 99

自治会のうち3分の1強で開催していただいた。今日はこれからのまちづくりのため、ご提案や

ご質問をいただき意見交換したい。 

（2）第 4 次総合計画のダイジェスト版からの説明 

 

３．懇談 【開始１９：１０】  

出席者 

新たな企業が来ないので雇用状況が悪い。南信は高速道路の整備が進み、企業も立地し状

況がいいが、このあたりは高規格道路も進まず、大町は陸の孤島化している。活性化のため道

路の整備が必要だ。 

市役所は市の顔である。運動公園と同等の環境整備が必要だと思う。  

 

市長 

松本糸魚川間の高規格道路は、企業誘致、観光、住民の生活基盤としても大切な道路である。

大町市から安曇野市堀金までと、小谷村雨中地区、新潟県糸魚川市内が調査区間指定になっ

ていたが、田中知事時代には大町市から南は調査せず、また雨中地区も調査のみにとどまって

いた。また、起点を豊科インターのあたりにして既存道路を利用する案が出されるなどして、6 年

間はまったく進まなかった。その間に新潟県側は事実上環境アセスメントも終了し、予算がつけ

ば着工できるところまで来ている。安曇野建設事務所が今年度の予算でルートの見直し等の調

査を行っており、来春には調査結果がでる。先日、国土交通大臣に直接会い、整備促進の要望

を行っており、さらに整備促進の努力をしていく。 

市役所周辺の草刈り等の整備の件については、手紙で提案いただいた。今年は市職員が3回

整備作業をした。公共施設として気持ちよく利用していただけるようにしていく。観光審議会から

の答申の中に、もてなしの心を持つことと、大町市全体が観光地だという意識をもつ取り組みが

必要と提案されている。十分配慮していきたい。 
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出席者 

相次いで駅前のお店が閉店してしまい、観光地としてはイメージダウンにつながる。市はどの

ように考えているか。また実質公債費比率が21.３％と報道されていたが、比率を減らす政策はあ

るのか。 

 

市長 

昨年、今年と駅前のそば屋、パン屋が閉店してしまった。大町駅の利用客は、ピーク時の 4 分

の１、ここ 10 年でも２分の１になってしまっているが、駅前は電車で来る観光客が利用するので、

観光地としてはおみやげ屋や飲食店が揃っていることが望ましい。商店街とも意見交換している

が、行政と住民の役割分担をし、駅前の活性化を図りたい。駅舎から山が見えるようにしてはと

いう提案もあるが、JR としては難しいようだ。 

市の財政状況については、広報10月1日号でお知らせした。大町市の財政は体力があるが、

体質的には多少問題がある。人間で言えば動脈硬化のような状態。実質公債比率を 10 年後に

18%くらいまでにすることにしている。建設事業の着工時期をずらすなどして償還時期が重ならな

いように計画する。また、過去の借金の返済もあわせて、実質公債比率は平成 25年度以降には

下がる見込みだ。 

 

出席者 

居谷里堰の改修を何年も前から陳情しているが、数年前に社地区行政懇談会で質問した時に

は、上部から調査をしているという回答であったが、どうなっているのか確認してほしい。 

白馬にゴミ焼却施設を建設すると自治会未加入の人達は、ゴミの持ち込みをどうするのか。自

分が自治会長の時には自治会加入促進運動もしたが、ゴミを白馬まで持っていかなくてはいけな

いというデメリットを広報して、自治会に入るように促してはどうか。 

 

市長 

水利施設に関しては点検し、必要があれば改修していかなければいけない。国や県の補助制

度が変わったことや市の財政事情も厳しくなり、答弁した当時に考えていたように進まなくなった

かもしれない。社南部の目に見えて痛んでいるところも改修できていない。 平成 16 年の災害時

に松崎は、居谷里堰へ沢などからも土砂が出たが、災害で被災した時は、その場所だけを処置

する。災害に備え、普段気づかない場所も点検していかなければいけない。居谷里堰に関して今

後どのような計画がされているか、調べて自治会長あてに回答する。 

ゴミ焼却施設については、白馬の飯森地区を候補地として選んだが、反対が起こっている。十

分な説明をして、納得してもらう努力をしている。 

話のあった隣組や自治会は、地域の協働の力であり、非常に重要である。行政から自治会加

入は強制できないが、加入促進のお手伝いはしていきたい。ゴミ置き場は自治会で設置してもら

っているので、自治会未加入者は、現在、環境プラントへ直接持ち込んでもらっている。白馬に施

設を建設した場合、ゴミの施設への持ち込みに関しては、地元の理解が得られれば、現在の環

境プラントに積替え場所を用意し、そこから運搬車で運ぶことを検討している。 
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出席者 

市議会の傍聴に行くが傍聴者が少ない。一問一答を取り入れてみてはどうか。 

 

市長 

一問一答方式の導入については議会運営委員会で検討している。傍聴者が少ないというのは

理事者側の答弁が解り難いという面もあると思うので検討していきたい。一問一答は隣の池田町

も取り入れて行っているが、話の全体像が解りづらくなるとの指摘がある。現在、委員会では一

問一答が行われているが、本会議ではどこまで必要か、見極める必要がある。県議会も田中知

事時代は答弁が解りづらいこともあり、一問一答であったが、現在は一問一答は行っていない。

どちらが良いか判断は難しいが、議会で決めていただくことであり、理事者側は判りやすい説明

に努力していく。飯嶌議員が参加されているのでお考えやご意見を伺いたい。 

 

飯嶌議員 

一問一答については、話の内容は一括質問、一括答弁と同じである。一問一答は長所短所が

あり、議員が主張を出しながら PR するにはいいが、行政を批判することが中心になる可能性が

高くなる。それはこれからの行政のために、果たして良いのかという意見もある。傍聴については、

それぞれの議会により考え方が違っており、日曜や夜間開催しているところもある。傍聴に来て

もらうのが一番いいが、情報化の時代であるのでインターネットやテレビ、その他の方法でそれ

ぞれ見ていただけるように検討していく。一問一答は一時期県議会でもやったが、効果がなかっ

た。実施しているのは、近隣では白馬村、松川村、塩尻市、安曇野市で、松本は検討中である。 

居谷里水系の話については、台風 23 号の災害復旧で、社では国の事業で堰堤を 5箇所入れ

ているが、膨大な予算がかかるので少しずつ進めている。また急傾斜地崩壊対策事業の計画を

進めているが、一部調査も入っているがこちらも少しずつしか進まない。緊急を要するものが優

先されるのが現状である。 

高規格道路は私も力を入れている。南信は高速道路が、北信は新幹線が通り、発展している。

中信が一番遅れているうえに、19 市の中で高と名のつく道がないのは大町市だけである。新た

に企業を誘致するのにインターから 10 分以内というのが条件になっているとも聞くので、早急に

進めていきたい。 

財政の問題について、合併し今年、来年に過疎債がピークを迎えていく。学校などの建物が

30 年を超えて、また耐震対策もしなくてはならず、対象になる学校がある。そのなかで今日式典

を行い、東小学校の体育館の耐震化改築が終わった。仁科台中学校は合併特例債を使って建

設する。 

ほかには企業誘致をしていきたい。観光も力を入れているが、冬は雪が降らなければ観光客

が入ってこないなど問題もある。 

 

出席者 

給食費を払わない人がいると聞く。義務は義務として、払ってもらわなければ、財政を圧迫する

ことや、子ども達にきちんとした食事を提供できなくなるおそれがあり、義務をはたすように市とし
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て対策をしてほしい。 

 

市長 

東京都足立区では 4割の未収があると聞いている。大町市は平成 18年度決算では給食費の

未納はない。しかし、年度中途での未納はあり、先生や PTA 役員が説得して払ってもらった。給

食は大切なものであり、食育も重要な要素であるので理解を求めていく。財政的な問題だけでな

く、払ってもらっている人と不公平にならないよう指導に努めていく。 

 

出席者 

国民年金の保険料を市町村職員が横領したり、記録が間違っているなどの問題が報道されて

いる。大町市は間違いなかったのか。 

 

市長 

国民年金徴収事務を国が市町村に委託していた時のことが問題にされているが、大町市は国

に戻す際、書類の副本も残しており、間違っているということはなかった。今までもトラブルはなく、

個人の年金の記録は副本で確認が可能である。間違いがあったのは一部の市町村ではあるが、

あってはならないことである。分らない事があれば市へ照会してほしい。 

 

出席者 

病院の評判が悪いのが心配だ。医者が出て行ってしまうという話や、いい機械が入っていても

使える人がいないなどの話、財政的にも赤字であると思うが、今後どのようにしていくのか。 

 

市長 

就任以来取り組み、病院とも意見交換をして、病院もサービス機関であるとの意識づけを行い、

看護師の対応や医者の説明方法の改善を指導している。改善され、良くなったという評価もいた

だいているが、すべてが改善されたとは考えていない。単なる風評が一番困る。なにが悪いか具

体的にわかると改善できる。例えばある方が夜間に腹痛で受診した際、2 時間もただ待たされた

と言われたので、調べたら他の急患があったということが判り、そのように回答し、ご理解いただ

いた。医師不足については、内科医が５人いるうち２人が他の病院へ転出の意向を示している。

慰留に努めるとともに医師を探しており、信大にもお願いしているが、年度中途であることもあり、

来年４月までは難しい状況である。1月から３月までの間は入院病床の縮小や、医療機関への協

力をお願いし、外来は急患と紹介状での対応とすることにしている。 

 

出席者 

病院の受付や会計など窓口の人数が多いのではないか。中で計算などをしている人は必要だ

ろうが、窓口にいる人がよそに比べても多いと思う。 
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市長 

受付は案内も行っており、時間帯により必要人数も違ってくるので臨機応変な対応も検討して

いきたい。 

 

出席者 

ある病院では、受付する人がその部署の人を呼び、急患を迎えに来させている。 

 

市長 

安曇病院の医院長と話す機会があり、安曇病院では待合がいっぱいになってしまった時、機

敏に折りたたみイスを出すサービスなどをしていると聞いた。そういった話も病院に伝えていって

いるが、効率的に動けるように、また患者さんに気持ちよく帰っていただくことがサービスの基本

であるので努力していく。 

 

出席者 

東山に近いところでは、畑の葱や芋を猿に食べられてしまう。それぞれ対策もしているが、効

果が上がっていない。サルが里に出ない対策をしてほしい。 

大町病院の受付は、なにか聞いてもすぐに答えられなかったり、各課の連絡がとれていないよ

うに見える。相沢病院では受付窓口で、すぐに対応してくれて手際がよかった。また看護師もいて

すぐに答えてくれた。大町病院も受付に何でもわかる人がいたほうが良いと思う。全看護師がドッ

クの看護師のような対応を取ってほしい。 

 

市長 

鳥獣駆除については、今日、県の市長会で議題となったが、電気柵や追い払い、モンキードッ

グ、里山の間伐など大町市の対策は比較的進んでいる。社では、宮本の柿とり隊や監視員のボ

ランティアを受けてもらい、追い払いをしてもらっている。特効薬はなく、知恵を出し合ってやって

いきたい。 

大町病院については、電子カルテシステムを入れて対応することを検討している。いずれにし

ても、機械を入れても対応するのは職員であるので、具体的な指摘を病院に伝えていく。 

 

出席者 

病院のコンピューター化もそうだが、建設関係など市の職員に技術専門家を採用してはどうか。

建築の分野など素人が発注するのには無理があり、チェックできないのではないか。 

 

市長 

専門の人を雇いたいと思うが、例えば建築士は建設が終わってしまうと仕事がなくなってしまう

こともあり、現在は民間出身の有資格者の方を任期付で嘱託として採用している。また、コンピュ

ーターは採用した職員の中にコンピューター会社に務めた経験がある者や、大学で勉強してきた

者がおり、必要な部署に配属している。発注に関しては、発注の部署だけでは視野が狭くなって
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しまうので、他の部署がチェックするようにしている。 

 

自治会長 

大町のシンボルにもなっているカタクリは、観光客に「どこに行けば見られますか。」聞かれた

が、実際どこにいけば見られるのか。オオヤマザクラも含め教えてほしい。 

 

市長 

他の地域懇談会でも、花やもみじがきれいなので、もっとPRすべきという提案をもらったが、桜

は大町公園、観光道路、またその上の市民の森のオオヤマザクラ、また「おたんじょ桜の里づく

り」であちらこちらに、オオヤマザクラを植えてもらっている。オオヤマザクラは中綱湖が一番多く、

できるだけ多くの人に知ってほしいと思う。もみじであれば、高瀬渓谷や霊松寺、八坂の唐花見

湿原は梅もどきが美しい。広報でもアピールしていきたい。カタクリは帰ってから調べ回答する。 

 

飯嶌議員 

一般的には平野口の大姥堂のあたりである。ほかには西海の口のキャンプ場の上などで、群

生しているところは少ない。 

 

自治会長 

また何かあれば、市長への手紙を活用してほしい。 

 

市長 

市政は、行政だけの経験では解決できない課題が出てきており、市民の皆さんからのご提言

やご提案をいただきたい。限られた時間であったので、お話できなかったことや、後で思ったこと

を市長への手紙で送っていただきたい。担当課へも私の考え方を伝え、担当課で作成した回答

を私自身が読み、修正して、最終的にサインしてお答えする。担当課にその都度具体的に指摘し

てほしい。そのような一つ一つの声を活かしていきたい。 

 

４．閉会  【２０：３０】 


